
 

2019 年３月 15 日 

建築研究開発コンソーシアム正会員 

連絡担当者 各位 

 

2019 年度「研究開発人材育成プログラム」参加募集のご案内 

 

建築研究開発コンソーシアム  

インキュベーション委員会 

人材育成プログラム小委員会 

 

 

謹啓、時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

建築研究開発コンソーシアムでは平成２５年度より新規事業として、研究開発に従事されている方で

担当者レベルからマネージャーに進む段階の方の人材育成を目的として、「研究開発人材育成プログラ

ム」を立ち上げ、実施して参りました。過去１１回で、計１７５名の方に参加頂いております。毎回、

大変高い評価を頂いており、２０１９年度も引き続き実施して参ります。 

つきましては、是非、本プログラムの趣旨に適った人材のご参加をお取り計らい頂きたく、よろしく

お願い申し上げます。 

なお、事前アンケートの際、４月以降にならないと参加の可否が決められない又は参加されないとご

回答頂いた会員の皆様にも、最終確認を含め送付させて頂いておりますので、ご了承下さい。 

謹白 

記 

■プログラム名  

建築研究開発コンソーシアム 研究開発人材育成プログラム（略称：人材育成プログラム 5 日間コース） 

 

■研修目的 

１）研究開発チームマネージャーへのステップアップとして、次のことを学んで頂くことを目的として

おります。 

市場の把握、研究課題の創出、技術開発ロードマップ、社内外ネットワーク、組織運営と人材育成 

２）様々な業種の研修参加者との交流と人脈形成の実践・実現。 

参加者を５人程度のチームに分けて、毎回グループワークを実施する中で実践して頂きます。 

 

■コンソーシアムならではの特徴 

１）各企業に研究開発者に特化した人材育成プログラムが少ない現状で、独自の会員サービスを提供致

します。 

２）建築・住宅分野の様々な業種・業態の大先輩から研究開発の経験、教訓の話を聞くことが出来ます。 

３）国土交通省から建築・住宅分野の施策、専門家から MOT（技術経営）の話が聞ける等、将来リー

ダーとして参考となる知識・情報が得られます。 

４）世代が近い様々な分野・業種の受講者との交流並びに人脈形成を実践・実現出来ます。 

 

■研修で出される課題 

１）毎回のグループワーク 

・各回の講師が講義の内容に関連したテーマを提供して各グループ内で討議し、グループ毎に発表。

講師、他のグループからの助言、コメント等を基に意見交換を行ないます。 

 

２）研修レポート 



 

・毎回の講義でメモした気づきを基に、市場の把握、研究課題の創出、技術開発ロードマップ、社内

外ネットワーク、組織運営と人材育成を中心として、チームマネージャーとしてやるべきことや意

気込みを各自 PPT 資料にまとめ、発表会で発表して頂きます。 

 

■募集対象・人数 

１）研究開発に従事する社員または技術関連業務に携わる社員で、マネージャー又は、マネージャーク

ラスへのステップアップを目指されている方。 

２）実施期間中を通して全てのプログラムに参加可能な方（やむを得ない場合は代理出席も可）。 

３）原則、正会員１法人につき 1 名の参加とさせて頂きます。 

  但し、定員に余裕のある場合、第１回日程、第２回日程のそれぞれに１名ずつ（２名/年度）参加

頂くことも可能ですので、ご希望があれば２名分の申請書の提出をお願い申し上げます。 

４）定員 計３0 名（１5 名/回×2 回） 

 

■参加費 

無料 

 

■場所 

晴海トリトンスクエア  Ｚ棟 ４階 BHCJ 講演室（コンソーシアム事務局隣） 

東京都中央区晴海 1－8－12 

http://www.conso.jp/info/jimukyoku.html 

 

■申込み締切・宛先 

・締切：２０１９年４月８日（月） 

・メール宛先（人材育成プログラム担当宛） : human@conso.jp 

・お問い合わせ先：事務局 金子・石川  TEL：03-6219-7127 

                    E-mail：kaneko.t@conso.jp 

・別紙参加者申請書により、ご本人または連絡担当者殿から事務局宛、メールにてご送付頂きますよう

お願い申し上げます。 

以上 



 

■2019 年度スケジュール並びに研修プログラム 

【第１回】 

日程 13:00-14:30 14:40－15:45 15:45－16:50 16:50－17:30 

５月３１日 

（金） 

開会挨拶 

山田 哲弥氏 
〔CBRD インキュベーシ

ョン委員会委員長・ 

清水建設㈱〕 

プログラムの説明 

受講者自己紹介 

私の研究開発履歴書 

藤井 俊二氏 
〔B.E.R・大成建設

(株)OB〕＊ 

グループワーク 

講演内容・講師提

出課題討議、解決

策・質問・意見等

まとめ 

各グループ発表・

質疑応答 

 

17:30—19:00 

懇親会（トリトン

スクエア X 棟 5

階・「TX-café」） 

６月１４日 

（金） 

【技術マネージメント

MOT の紹介】 

出川 通氏 
〔㈱テクノ・インテグレー 

ション〕 

私の研究開発履歴書 

佐久間 弘氏 

〔旭化成ホームズﾞ(株)〕 

 

グループワーク 

講演内容・講師提

出課題討議、解決

策・質問・意見等

まとめ 

各グループ発表・

質疑応答 

 

６月２８日 

（金） 

【特別講演】    

住宅・建築分野の政策

課題と対応の方向性 

中澤 篤志氏 

（国土交通省） 

 

私の研究開発履歴書 

飯田 毅氏 

〔飯田技術士事務所・住

友金属工業㈱OB・元大

阪産業大学教授〕 

グループワーク 

講演内容・講師提

出課題討議、解決

策・質問・意見等

まとめ 

各グループ発表・

質疑応答 

 

７月１２日 

（金） 

【マーケティング生活

定点観測】 

木村 康代氏 
〔東京ガス(株)〕  

私の研究開発履歴書 

安藤 達夫氏 
〔東京大学学術支援職

員・三菱樹脂(株)OB〕 

グループワーク 

講演内容・講師提

出課題討議、解決

策・質問・意見等

まとめ 

各グループ発表・

質疑応答 

 

７月２６日 

（金） 

13:30－15:00 15:10－16:50 17:00－19:00 

【会長特別講義】 

村上 周三氏 
（東京大学名誉教授・

CBRD 会長） 

受講者研修レポート発表会 

講評：梅田 泰成氏 
〔CBRD インキュベーション委員会人材育成

プログラム小委員会主査・住友林業(株)〕 

懇親会（トリトン

スクエア X 棟 5

階・「TX-café」） 

【第 2 回】 

日程 13:00-14:30 14:40－15:45 15:45－16:50 16:50－17:30 

９月１３日 

（金） 

開会挨拶 

山田 哲弥氏 
〔CBRD インキュベーシ

ョン委員会委員長・ 

清水建設㈱〕 

プログラムの説明 

受講者自己紹介 

私の研究開発履歴書 

藤井 俊二氏 
〔B.E.R・大成建設

(株)OB〕＊ 

グループワーク 

講演内容・講師提

出課題討議、解決

策・質問・意見等

まとめ 

各グループ発表・

質疑応答 

 

17:30—19:00 

懇親会（トリトン

スクエア X 棟 5

階・「TX-café」） 

９月２７日 

（金） 

【技術マネージメント

MOT の紹介】 

出川 通氏 
〔㈱テクノ・インテグレー 

ション〕 

私の研究開発履歴書 

佐久間 弘氏 
〔旭化成ホームズﾞ(株)〕 

 

グループワーク 

講演内容・講師提

出課題討議、解決

策・質問・意見等

まとめ 

 

各グループ発表・

質疑応答 

 



 

日程 13:00-14:30 14:40－15:45 15:45－16:50 16:50－17:30 

１０月１１日 

（金） 

【特別講演】    

住宅・建築分野の政策

課題と対応の方向性 

中澤 篤志氏 

（国土交通省） 

 

私の研究開発履歴書 

飯田 毅氏 

〔飯田技術士事務所・住

友金属工業㈱OB・元大

阪産業大学教授〕 

グループワーク 

講演内容・講師提

出課題討議、解決

策・質問・意見等

まとめ 

各グループ発表・

質疑応答 

 

１０月２５日 

（金） 

【マーケティング生活

定点観測】 

木村 康代氏 
〔東京ガス(株)〕  

私の研究開発履歴書 

安藤 達夫氏 
〔東京大学学術支援職

員・三菱樹脂(株)OB〕 

グループワーク 

講演内容・講師提

出課題討議、解決

策・質問・意見等

まとめ 

 

各グループ発表・

質疑応答 

 

１１月８日 

（金） 

13:30－15:00 15:10－16:50 17:00—19:00 

【会長特別講義】 

村上 周三氏 
（東京大学名誉教授・

CBRD 会長） 

受講者研修レポート発表会 

講評：梅田 泰成氏 
〔CBRD インキュベーション委員会人材育成

プログラム小委員会主査・住友林業(株)〕 

懇親会（トリトン

スクエア X 棟 5

階・「TX-café」） 

＊B.E.R：Built Environment Research の略。 

  

 注：私の研究開発履歴書は講義 50 分、質疑応答 15 分とする。 

以上 


